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すてきな作品をお待ちしています！
郵便または E メールで、投稿者氏名・住所・電話番号を書き添えて投稿してください。
作品は未発表のもので、応募は一人１点とし、作品や氏名には必ずふりがなをお願いします。
なお、メールで投稿される場合は、漢字の直後に (　) 書きでふりがなを記入してください。
★市民の方が対象です。応募数が多い場合は選考をさせていただきます。

▼ 投 稿 先　郵　便→　〒 520-1592　高島市新旭町北畑 565 番地　高島市秘書広報課あて
　　　　　　メール→　hishokoho@city.takashima.lg.jp

▼次回締切　５月 25日（月）必着（掲載は７月号）
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教
え
て
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だ
さ
い

フ
ィ
ッ
ト
ネ
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は
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ぶ
ん

　
今
津
町
浜
分
区
で
は
、
区
長
、
民
生
委
員
、
福
祉
推
進
委
員
が
中
心
と
な
り
、
あ

し
た
の
体
操
を
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
人
が
体
操
を
と
お
し
て
元
気
に
浜
分

で
生
活
し
て
い
く
た
め
に
、
に
ぎ
や
か
に
楽
し
く
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
ら
れ
る

よ
う
に
と
、
月
２
回
（
第
１
、３
水
曜
）
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
参
加
者
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
？

　
平
均
23
～
25
名
く
ら
い
の
参
加
が

あ
り
ま
す
。

　
継
続
す
る
た
め
に
工
夫
し
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
高
島
ち
ぢ
み
で
作
っ
た
、
お
そ
ろ

い
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で
、
み
ん
な
の

気
持
ち
が
一
つ
に
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

Ｑ ＱＡ Ａ

参 加 者 の 声

地域包括支援課（地域包括支援センター）
　 （25）8150

　市では、介護の知識や技術を学んだり、情報
交換やリフレッシュの機会として、家族介護教
室を開催しています。ご高齢の方を介護してお
られる方、「そろそろ介護が必要となりそう」
という方、過去に介護経験のある方、ぜひご参
加ください。
　今回は、11 時から介護家族の情報交換を行
い、13 時から認知症についてや認知症の方の
一人歩き（徘徊）についての話があります。

　市内では、介護家族の会も活動されています。無理のない介護を続けるには、
仲間と支えあうことが大きな力になります。お気軽にご参加ください。

▼開 催 日　５月 27 日（水）
▼時　　間　11 時～ 15 時
▼場　　所　観光物産プラザ３－Ａ会議室
▼申込方法
　５月 25 日（月）までに、地域包括支援課（地
域包括支援センター）にお申し込みください。

　　 活動場所 活動日 参加費
みのり会 安曇川公民館 月 1 回 飲食費実費

ひまわり会 丸八百貨店（朽木） 月 1 回 年会費 1,200 円または賛助会
員 1,000 円（年間）、飲食実費

紅葉の会 喫茶「Café　cozy」（今津） 毎月第 3 金曜日 飲食費実費
なごやか会 高島保健センター 不定期 飲食費実費
たかしまケアメン
（男性介護者）の会

縁側エスパ
（新旭エスパ内） 毎月第 3 水曜日 飲食費実費

（飲物 1 杯 100 円）

　「病気のことを知ったら対応方法がわかった」　
　「他の人の工夫を聞き参考になった」
　「ここへ来て初めて気持ちが分かってもらえた」

体
力
測
定
で
現
在
の
体
力
を
知
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た

高島ちぢみで作ったおそろいの
ユニフォーム

●参加された方の声


